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カラーグラフ関数電卓

関数電卓活用講座

本日の活用講座で

関数電卓の基本操作を習得して、
学習・研究に役立ててください。

基本操作ガイド
ｆｘ-CG50-N

カシオ計算機（株）
電卓文具企画室
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はじめに

●関数電卓には様々な機能が搭載されていますが、
全ての操作方法を一度に習得する必要は有りません。

先ずは、基本的な計算の仕方、グラフ描画や
データ集計・解析の仕方などを理解して活用してください。

【フロントカバーの開け方】

電卓を裏返し、上にずらします。
取り外したフロントカバーは電卓背面に取り付ける
ことができます。
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②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑦

③実行キー ：[EXE]
・計算実行や、設定項目の確定などに使用

④消去/バックスペースキー ：[DEL]
・入力を間違えたときに使用

⑤抜け出しキー ：[EXIT]
・設定終了、操作画面を戻る際などに使用

⑥ファンクションキー ：[F1]～[F6]

・画面下部に表示されるコマンドを
選択操作する場合に使用

⑦シフトキー ：[SHIFT]
・シフト機能（キーの左上の黄色文字）を

入力する時に使用

２．特別な意味を持つキー

◆グラフ関数電卓の重要なキー①

１．良く使うキー

②・画面上のカーソルなどを上下左右に移動

【注意事項】
・[SHIFT]や[ALPHA]を離してから

次の（目的の）キーを操作する

※PCでの操作（同時押し）とは違う

※シフト有効時は、画面左上に
Sシンボルが点灯：

※アルファ有効時は、画面左上に
Aシンボルが点灯：

⑧アルファキー ：[ALPHA]
・アルファ機能（キーの右上の赤色文字）を

入力する時に使用

以下のキーは重要です。どの位置にあるかを確認しましょう。

①電源オン/オフキー： [AC/ON]
・電卓の電源を入れる際に使用

①
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⑫

⑩

⑨

⑪

⑬

⑭

⑮

⑯

⑩バリアブルズキー ：[VARS]
・変数関係コマンドを表示する

⑪Ｘ，θ，Ｔキー ：
・関数式等で使用する「変数：ｘ」を入力

変数：ｘの入力は必ずこのキーを使用

⑫べき乗キー
・数値のべき乗値を入力するときに使用

⑬aキー
・分数を入力する際に使用

※２種類の入力方法：
(1)分子⇒aキー⇒分母
(2) aキー⇒分子⇒下カーソル⇒分母
※分子が多公式の際は(2)の方法が便利

⑭Ｓ⇔Ｄキー
・計算結果表示の切り替え

(1)分数表示 ⇔ 小数表示
(2)無理数表示 ⇔ 小数表示

⑮マイナスキー
・四則演算の｢引き算｣キー

⑯負符号キー ：[(-)]
・負の数値を入力する際に使用

⑨オプションキー ：[OPTN]
・オプションコマンドを表示する

◆グラフ関数電卓の重要なキー②

以下のキーは重要です。どの位置にあるかを確認しましょう。
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◆グラフ関数電卓を使おう！

メインメニューの各種機能
・・・基本計算 （四則計算、関数計算、2進・8進・10進・16進計算、行列計算、ベクトル計算）

・・・統計計算

・・・電子教材

・・・表計算

・・・グラフ描画・解析

・・・ダイナミックグラフ（動くグラフ）

・・・数表作成

・・・漸化式

・・・円錐曲線

1：Run-Matrix

2：Statistics

3：e-Activity

4：Spreadsheet

5：Graph

6：Dyna Graph

7：Table

8：Recursion

9：Conic Graphs

A：Equation

B：Program

C：Financial

D：E-Con4

E：Link

F：Memory

G：System

H：Python

I：Geometry

J：Picture Plot

K：3D Graph

L：Conversion

M：Physium

・・・方程式

・・・プログラム

・・・財務計算

・・・外部機器コントロール

・・・データ転送

・・・メモリー管理

・・・システム管理

・・・パイソン

・・・幾何

・・・ピクチャープロット

・・・３Ｄグラフ機能

・・・単位換算

・・・周期表／物理定数
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◆グラフ関数電卓を使おう！
１．電源の入れ方、電源の切り方

■電源の入れ方

①O を押す

・メニュー画面が表示

※表示されない場合はp

■電源の切り方

①L を押して離す

※[S] シンボルが点灯

②O を押す

OpL

メニュー画面

【注意】

・キーは必ず一つずつ押す

・２つ以上のキーは同時に押さない

【ポイント】

・キー上部の黄文字機能を使う際に

Lキーを使用する

・キ－上部の赤文字機能を使う際は
aキーを使用する

a
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◆グラフ関数電卓を使おう！
２．基本計算機能の選び方

■電源を入れて

メニュー画面を表示する

①O p

■基本計算機能を選ぶ

②1

【Run・Matrix：基本計算機能】

p1

これらの
キーを
使うよ!!

【ポイント】

・他のアイコンを選ぶにはカーソルキーを使う

カーソル
キー

※【Run・Matrix：基本計算機能】アイコンを

カーソルキーで選んでEXEでも良い
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◆グラフ関数電卓で計算しよう！

①(2m3)

-(3M5)

②l

③2m3-3M5

④l

（エクゼ）

l(

これらの
キーを
使うよ!!

カーソル

)カッコ無しでも乗除算を先に計算

（例）（2×3）－（3÷5）

１．加減乗除の計算（１）
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◆グラフ関数電卓で計算しよう！

（例）2×3－3÷5

・この計算例では

小数の計算結果が表示

【計算結果の切りかえ】

（小数⇔分数）

①nで小数を分数になおす

②もう一度nで小数にもどす

（エスディー）

n

これらの
キーを
使うよ!!１．加減乗除の計算（２）

【参考】

・S：Symbol（記号）、D：Decimal（小数）
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◆グラフ関数電卓で計算しよう！

（例）2×3－3÷5

２．入力ミスの訂正

①2m3-2M5l

②BB !!!

④P

⑤3l

（デリート）

B!

これらの
キーを
使うよ!!

間違えた！ ３だった

P

※カーソルキー
・B：上カーソルキー
・N：下カーソルキー
・!：左カーソルキー
・$：右カーソルキー

（エクゼ）

カーソル

【注意】

・数式の途中にカーソルがある場合、

DELはB.S.（バックスペース）

として動作する
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◆グラフ関数電卓で計算しよう！

（例）－５－２＝－7

３．『p』：（減算記号） と 『 z 』：（負符号）の使い分け（1）

①z 5 p 2 l

p

これらの
キーを
使うよ!!

z

※負数：－５の入力には、負符号(-)を使う。

関数電卓には、引き算で使用する-（引く）と

負符号に使用するn（括弧マイナス）がある。

■負数を含む計算
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◆グラフ関数電卓で計算しよう！

（例）－５－２＝－7

３．『p』：（減算記号） と 『 z 』：（負符号）の使い分け（2）

①p 5 p 2 l

p

これらの
キーを
使うよ!!

z

※ z5の変わりにp5を入力

zよりマイナス棒が長い

※結果は変らず正しく計算されます。

■計算結果が異なる例
上記①の結果から

① -3l
※直前の計算結果（ﾗｽﾄｱﾝｻｰ：－７）が記憶

されているので、計算式（－３）を入力すると

Ansが自動的に 計算式の前に追加される。

② Ans－3を（-）に修正

BB$PP

③ nl

※上下異なる結果

※$では式の先頭に!では式の最後に

カーソルが移動します。

■負数を含む計算
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・右下が欠けている（黒反転したコマンド表示）は

更に次のコマンドがある。

・コマンド階層を戻すにはEXITを押す。

①w（DELETE）

②w（DEL-ALL）

③q（YES）

これらの
キーを
使うよ!!

◆グラフ関数電卓で計算しよう！
４．電卓画面のクリア

q w

※電卓画面に表示されている
式や答えの消し方

例）
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これらの
キーを
使うよ!!

◆グラフ関数電卓で計算しよう！
５．分数の入力の仕方（１）

２
５

（例） の入力

①a

②2

③N

④5l

（分数記号）

（下カーソル）

a N

【ポイント】

・関数電卓の場合、分子⇒分母の順に入力

します。

・分母に入力する際は、カーソルキーで

カーソルを分子から分母の位置に移動。

カーソル

カーソル
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これらの
キーを
使うよ!!

◆グラフ関数電卓で計算しよう！
５．分数の入力の仕方（２）

（例） の入力

①a1N5

②$

③+

④a2N5l

（分数記号）

（右カーソル）

a N

１
５

２
５＋

$

【ポイント】

・分数の計算では、カーソルの位置・長さに注意

カーソル

カーソル
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これらの
キーを
使うよ!!

（例） の入力１＋２
５

①a

②1+2

③N

④5l

（分数記号）

（下カーソル）

a N

◆グラフ関数電卓で計算しよう！
５．分数の入力の仕方（３）

カーソル

カーソル
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（例）

■９の４乗根

６．関数の計算 （１）無理数の計算

L^4$9l

q

（例）

■９の平方根

Ls9l

（例）

■９の３乗根

Lj9l

９

３９

４９

（３乗根）

（べき乗根）

◆『基本計算』

s ^j※^ ⇒ 読み方：ハット
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（３乗）

６．関数の計算 （２）指数の計算

（例） ５
２

（例） ５
３

5sl

5^3l

d

◆『基本計算』

■５の２乗

■５の３乗

^

※^は通称：ハットと呼び指数を意味する
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（例） ｌｏｇ２

（ログ）

６．関数の計算 （３）対数の計算

gj2kl

（例） ｌｎ２

（例）ｌｏｇ３２

Gj2kl

r

hg

■常用対数

■自然対数

■底指定対数

※底＝３の場合

（エル・エヌ）

ｌｏｇ■□

◆『基本計算』

（MATH）

3$2l

w（ｌｏｇab）

※g2lでも可
（カッコ無でも可）

※g2lでも可
（カッコ無でも可）

※G2lでも可
（カッコ無でも可）
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◆『基本計算』

①流体力学の対数法則に従った速度計算 例

②H2Oの120℃における蒸気圧の計算 例

キーは�
�

練習問題（かっこ、分数、指数、対数、負符号の復習）

＜POINT＞
大かっこ、中かっこ、小かっこがありますが、
関数電卓では全て同じかっこキーで入力します。

を使います。
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◆『基本計算』

①流体力学の対数法則に従った速度計算 例

0.0640m
j5.75gjb0.0640N
1.004m10^n6$$m
j0.0375-0.020kk
+5.5kl

②H2Oの120℃における蒸気圧の計算 例

101.3mLGjnjb40.
66m10^3N8.314$k
jb1N393.15$-
b1N373.15$kkl

正しく計算できましたか？
式の入力中は、
（ ）がわかりやすく色分けで表示されます。
⇒入力ミスがないかの確認に役立ちます。

複雑な式の入力でも安心！

練習問題：答え
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■度数法での計算

（例） sin ３０

６．関数の計算 （４）三角関数

：角度単位を度数法に設定

q

w

（例） sin 
π

６

■弧度法での計算

◆『基本計算』

① Lp NNNNNNq（SET UP） d（Deg）

N
N
N
N
N
N

6回

① Lp NNNNNNw（SET UP） d（Rad）

：角度単位を弧度法に設定

（ π ）

N

q

a

K
j

★

RadをDegに
変更

② hjaLKN6$kl

w

※h30lでも可

② hj30kl
（カッコ無でも可）
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◆『基本計算』

q

a

６．関数の計算 （５）積分計算

（例） dx
１
ｘ1

5

① r q

③ $$1$5l

（MATH） u

※カシオのグラフ関数電卓では
積分記号、数式、下限、上限の順に入力

※ｘの入力には独立キー：f がある

f

r

u

② a1Nf

（ ） （ ）

積分範囲の下限値 上限値

∫
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◆『基本計算』
６．関数の計算 （６）複素数計算 （虚数単位 ｉ）

（例） （１＋ｉ） ＋（１－ｉ）４ ２

直交形式の計算
Ａ＝ａ＋ｉｂ

① j1+L0 （ ｉ ）

k^4

② $+j1-
L0（ ｉ ）ksl

直交形式を極形式へ変換
Ａ＝ｒ θ

③ ie（ ）
u （ ）

④ e（ ）l
・直前の計算結果（ラストアンサー）が記憶されているので

F3を選択するとAnsが自動的に計算式の前に追加される。

・計算結果は弧度法（ラジアン）です。 三角関数の角度単位

の切り替えで度数法に計算結果を切り替えられます。

0

e

u

i
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◆『基本計算』
６．関数の計算 （７）時刻と角度の計算

（例） ４,９６８秒は何時間 何分 何秒でしょうか？

時（度）・分・秒

計算の前にLd（ＱＵＩＴ）でファンクションキー（Ｆキー）を
初期状態に戻しましょう。

①時（度）・分・秒の画面
までファンクションキー
（Ｆキー）操作しましょう。

iu（ ）y（ ）

②0r（ ）0r（ ）
4968r（ ）l

ここまでの計算で
１．３８時間です。

③y（ ）

注意）最後の秒の値の入力後、必ず
指定して下さい。

d u

r

y
３３８°０６‘００“

＋ ６５°４６‘４１“
－ ３６０°

４３°５２‘４１“

１時間２２分４８秒
計算してみて
下さい！

＜答え＞

i

←10進数の数値を度／分／秒
に変換する。
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◆『基本計算』
６．関数の計算（８）連立方程式

（例）

（２元連立一次方程式）

①グラフ関数電卓の「方程式」機能

②行列（逆行列）計算

③グラフ関数電卓なのでグラフを描いて求める

２Ｘ－３Ｙ＝７

Ｘ＋Ｙ＝１
pf（Ａ）

（Equationを選択）

Ｆ１：Simultaneous

⇒連立方程式（２元～６元）
Ｆ２：Polynomial

⇒高次方程式（２次～６次）
Ｆ３：Solver（ソルブ計算）

①q（ ）
２～６元まで選択できます。

②q（ ）
２元を選択

＜方程式＞

③2ln3l
7l
1l1l1l

④q（ ）

①

②

③

④

q

f

{
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◆『基本計算』
６．関数の計算（８）連立方程式

（例）

（２元連立一次方程式）

①グラフ関数電卓の「方程式」機能

②行列（逆行列）計算

③グラフ関数電卓なのでグラフを描いて求める

２Ｘ－３Ｙ＝７

Ｘ＋Ｙ＝１
p １

（Run-Matrixを選択）

＜行列・逆行列＞

①r（ ）q（ ）q（ ）

２行２列の意味

②2$n3$1$1$
Lk（ ）

③r（ ）7$1l
２行１列

Ｘ
Ｙ ＝

q

r

)

数式
逆行列

{
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◆『グラフの描画・解析』
６．関数の計算（８）連立方程式

（例）

（２元連立一次方程式）

①グラフ関数電卓の「方程式」機能

②行列（逆行列）計算

③グラフ関数電卓なのでグラフを描いて求める

２Ｘ－３Ｙ＝７

Ｘ＋Ｙ＝１
p ５

（Graphを選択）

＜グラフ機能＞

①b2N3$f
-b7N3l
nf+1l

Ｙ＝の数式に直しましょう！ ・Ｙ＝
２
３

７
３

Ｘ－

・Ｙ＝－Ｘ＋１

ではグラフを描いてみましょう

②u（ ）

③Ly（ ）y（ ）

yu

{

INTSECT
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◆『グラフの描画・解析』
６．関数の計算 （９）積分計算 ・グラフを描いて積分範囲を求めよう！

（例） dx∫
１
ｘ1

5 d

数式の状態に戻し
Y3に入力しましょう

①b1Nfl

Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３全て選択されている状態です。
このままDRAWすると３つグラフが表示
されます。
Ｙ１とＹ２の選択を解除しましょう。

＝ の
反転表示
が変わる

②BBq（ ）
Bq（ ）

SELECT

SELECT

③u（ ）

u

q

★まず
�

�
のグラフを描きます。
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◆『グラフの描画・解析』
６．関数の計算 （９）積分計算 ・グラフを描いて積分範囲を求めよう！

（例） dx
１
ｘ1

5

④表示範囲を縮小しましょう
+
※）グラフは拡大されます

⑤表示範囲を拡大しましょう
-
（元に戻しましょう）

⑥Ｘ＝１のＹの値は？
Lq（ＴＲＡＣＥ）1l

⑦カーソルキーで座標が移動します
$$$$$

では１～５の積分範囲を求めましょう

q

p+ 

∫
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◆『グラフの描画・解析』
６．関数の計算 （９）積分計算 ・グラフを描いて積分範囲を求めよう！

（例） dx
１
ｘ1

5

⑧Ly（Ｇ－ＳＯＬＶＥ）

u（ ）e（ ）
q（ ）

⑨1 ⇒下限の値を入力 ⑩l ⇒下限の値が確定

⑪５ ⇒上限の値を入力し ⑫l ⇒上限の値が確定

現象（積分範囲）を
視覚的に捉えられる

Run-Matrix

（基本計算）でやった
同じ値がグラフの描画・
解析からも得られる

q

y

u

e

∫
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●交通⼯学︓⾃動⾞の停⽌距離を求める計算 例
問：速度 120.0km/h で走行している自動車があり、その運転者が障害物を発見して急ブレ
ーキをかけた。運転者の反応時間 tf は1.00s とする。また、減速度 aD は7.00m/s2 であっ
た。
1) 停止距離Lを求めよ。
2) 速度60.0km/h ではどうなるか。

●手計算では・・・

問題２）では、速度を
60.0km/hにしてもう1度左
と同じ流れで解きます。

が、最初からやり直すのは
大変！？

◆『知っておくと便利な計算』

7. 変数メモリー機能を使った、代入計算・再計算

1)

・まず速度をkm/hからm/sに換算する。
（ここでは3.6で割ればよい。）

V = 120.0(km/h) = 
���.�

�.	
 (m/s) � 33.3(m/s)

L（停止距離）＝LB（制動距離）＋LF（空走距離）

・制動距離LBを求める。⇒LB = 
�

�

�
�
= 

��.�
�

���.��
� 79.4(m)

・空走距離LFを求める。⇒LF =V ×tf = 33.3 ×1.00 � 33.3(m)

・よって停止距離は L= LB+LF = 79.4 +33.3 � 112.6(m)

※制動距離・・・ブレーキをかけてから停止までに進む距離
※空走距離・・・発見してからブレーキをかけるまでに進む距離
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問：速度 120.0km/h で走行している自動車があり、その運転者が障害物を発見して急ブレーキをかけ
た。運転者の反応時間 tf は1.00s とする。また、減速度 aD は7.00m/s2 であった。
1) 停止距離Lを求めよ。
2) 速度60.0km/h ではどうなるか。

●電卓での操作は・・・

120.0ba9l
1.00baMl
7.00bahl

ba9N3.6$ba2lb
a2sN2ah$bagl

a2maMbakl
ag+aklBN

a b

１）L（停止距離）＝LB （制動距離）+ LF （空走距離）
・まず速度120.0km/hをO、反応時間1.00sをT、減速度7.00m/S2をDに代入する。

・速度をkm/hからm/sに換算し、Vに代入する。
・制動距離LBを求め、Bに代入する。

・空走距離LFを求め、Fに代入する。
・よって、停止距離LはB+Fで

＜基本計算＞

p １

◆『知っておくと便利な計算』

7. 変数メモリー機能を使った、代入計算・再計算
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問：速度 120.0km/h で走行している自動車があり、その運転者が障害物を発見して急ブレーキをかけ
た。運転者の反応時間 tf は1.00s とする。また、減速度 aD は7.00m/s2 であった。
1) 停止距離Lを求めよ。
2) 速度60.0km/h ではどうなるか。

履歴確認により各値が妥当か、式のミスがないか確認も容易であ
り、代⼊機能により再度値を変えて計算もしやすい。

●電卓での操作は・・・
2） 先ほど入力したOに60.0を入力し、再計算する。

効率性

60.0と再入力し、
lを押すとその

後の式が一気に
再計算されます。

q     q $$$PP6(TOP)(JUMP)

q

7. 変数メモリー機能を使った、代入計算・再計算

◆『知っておくと便利な計算』
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統計
回帰分析
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これらの
キーを
使うよ!!

◆データの入れ方や消し方を覚えよう！
１．データの入力の仕方（１）

①p

メニュー画面に戻る

②2（Statistics）

統計を選ぶ

※一つのリストには
９９９個までのデータを
入れることができる

リスト１～リスト２６
（List1） （List26） この１つの枠をセルと呼ぶ

（例）List3‐2

p
※データは黒ぬりのセルに入力できる。

黒ぬりのセルは、数値入力されている範囲で
数値上下左右カーソルキーを動かせる。
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これらの
キーを
使うよ!!

（例） 1, 2,  3 ⇒List1

10,20,30 ⇒List2

①List1の1番目のセル
※List1-1 と呼ぶ

②1l2l3l

③$ で、List2-1 に移動して
10l
20l
30l

１．データの入力の仕方（２）

$

◆データの入れ方や消し方を覚えよう！
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２．データの変更の仕方

これらの
キーを
使うよ!!

（例）List2-2のデータを消す
※List2-3のデータはそれぞれ上側に移動

①BBでList2の2番目のセル

※Ｌｉｓｔ２－２と呼ぶ

②uで[DELETE]を表示させる

③e（DELETE：削除)

※20のデータが消える

30のデータが上に移動する例 ue

◆データの入れ方や消し方を覚えよう！

※uを押すごとに切りかわる
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これらの
キーを
使うよ!!

（例）List2-1とList2-2の間にデータを差しこむ
※List2-2のデータは下側に移動

①List2-2にカーソルがある
状態でyでセルを差し込む

※0が入る

②15lで15を入力する

y

３．データの差し込み方

l

◆データの入れ方や消し方を覚えよう！
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４．データの消し方（List）

これらの
キーを
使うよ!!

（例）Listのすべてのデータを一度に消す

①消したいListの列のどこかに
カーソルを合わせる

※ここでは、List2-4

②r（DEL-ALL）

③q（Yes)

（★必ず行なう⇒）List1のデータを消す

④!rq
rq

◆データの入れ方や消し方を覚えよう！
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◆データを入れて調べよう！

●未知のデータを推定しよう！～車の制動距離編～

問：ブレーキが効きはじめてからの車の時速(km/h)と制動距離(m)は以下の通りである。

時速70kmの時の制動距離を求めよ。

時速
（km/h）

制動距離
（m）

0.0 0.0

16.1 1.5

32.2 6.1

48.3 13.7

64.4 24.4

96.5 54.9

112.6 74.7

128.7 97.5

●まずは、散布図を描いて分布を確認してみましょう。

① 画面のコマンドを初期状態に戻しましょう。

②List1（X）に時速、List2（Y）に制動距離のデータを入力する。

③Scale（目盛りの間隔）をX,Yともに20にする。（※1だと細かすぎるため）

Ld (QUIT)
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④散布図を描画する。

データをプロットするとこのような形になりました！
（X軸：時速、Y軸：制動距離）

●回帰グラフを描画しましょう。

最小二乗法による
計算結果

q q

q r u

（Graph） （Graph1）

（CALC） （X2）を選択（二次回帰） （DRAW）

⑤

⑥ ⑦ ⑧

図で確認しても、回帰グラフがよくデータを追尾
していることがわかります。

＜回帰のタイプを選択します。＞

◆データを入れて調べよう！
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●回帰グラフの推定値を計算しましょう。

時速70kmでブレーキをかけた時の制動距離は、

約28.9mだと推定できます。

●【参考】一次回帰をした場合

制動距離は、約40mになる。

Ly（G-SOLVE）q⑨ ⑩ 70l

この回帰直線は、データの分布の傾向を
よく表現できているでしょうか…？

70km/h の場合なので

（Y-CAL）

◆データを入れて調べよう！
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◆データを入れて調べよう！Part2

①鳥の体重をList1に入力

②カーソルをList2に移動
$

③翼の面積をList2に入力
（鳥の種類）

ツバメ
ヒバリ
ホシガラス
ミヤマガラス
ミサゴ
コウノトリ
オジロワシ

（体重）
List1

１６ｇ
３２

１７６
５７５

１，９５０
３，３００
４，５００

（翼の面積）
List2
１３５cm2

１５０
４６０

１，２８５
３，１４３
４，８８０
７，０００

$※入力したデータを散布図に表わし最小二乗法で
回帰グラフを描き、未知のデータを推定できる。

●未知のデータを推定しよう！～鳥の翼の面積編～

●鳥のデータを入力しましょう。
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これらの
キーを
使うよ!!

Ld

◆データを入れて調べよう！

L d

①グラフの目盛りを設定する
Scale（目盛りの間隔）を初期値1から
変更する。

・X軸の目盛り ⇒ 2,000

・Y軸の目盛り ⇒ 2,500

②dで設定おわり

Le(View Window)

NN2000l
NNN2500l

●グラフの目盛りを設定しましょう。

★画面のコマンドが初期状態に
なっていなければ戻しておきます。

初期状態の並び⇒

（QUIT）



- 46 -

●散布図にしてみましょう。

これらの
キーを
使うよ!!

①q（GRAPH）

②q（GRAPH1）

･グラフを描く

◆データを入れて調べよう！

L d
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●回帰グラフを描画しましょう。

これらの
キーを
使うよ!!

①回帰計算を行う（一次回帰）

q（CALC）w（X）w（a+bx）

②回帰グラフを描く
u（DRAW）

※y（COPY）を押すと回帰式を

Graphモードに保存することができる。

③B-$$で

グラフの大きさ・位置を調整

◆データを入れて調べよう！

-q～u

（例）グラフを見て考えよう
・体重が10Kgの場合、鳥の翼の面積を予想する
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これらの
キーを
使うよ!!

◆データを入れて調べよう！

①Ly（G-SOLVE）q（Y-CAL）

②10000

③l
・体重が10Kg（X=10,000）の場合の

Yの値（鳥の羽の面積）が表示された
L lq～u

●回帰グラフの推定値を計算しましょう。
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★便利な機能
（変数メモリー・物理定数・単位換算）

★グラフ描画と解析

★顔の絵を描いてみましょう

《補足資料》
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これらの
キーを
使うよ!!

◆『便利な機能』

★変数メモリー機能 ★物理定数 ★単位換算 を使って・・・

月までどの位の時間でいけるか？測定しよう。

地球から月までの距離
約384,400kmとします。

p ＡＬＰＨＡ ７ （Ａ）

（Physiumを選択）

＜周期表と物理定数＞

l 周期表 dNl 物理定数

l 真空中の光速 e（DETAIL）

名称・記号・単位

dw（STORE）h（Ｄ）

l 光速の値がDに登録

7 h

ew
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これらの
キーを
使うよ!!

◆『便利な機能』

★変数メモリー機能 ★物理定数 ★単位換算 を使って・・・

月までどの位の時間でいけるか？測定しよう。

地球から月までの距離
約384,400kmとします。

p １

（Run-Matrixを選択）

＜基本計算＞

ah（Ｄ）l

光速の値が Ｄ に入ったか
確認しよう

続いて
月までの距離を
単位換算を使って
光速の単位と合わせよう

384400
iu（ ）

q（CONVERT）w（LENGTH）

NNNNNN
l

元単位のkmを選択

q（ ）w（LENGTH）

mに設定

NNNNNl

l

h

u

wq

i
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これらの
キーを
使うよ!!

◆『便利な機能』

★変数メモリー機能 ★物理定数 ★単位換算 を使って・・・

月までどの位の時間でいけるか？測定しよう。

地球から月までの距離
約384,400kmとします。

M

直前の計算結果（ラストアンサー）が記憶されているので

÷をを選択するとAnsが自動的に計算式の前に追加される。

ah（Ｄ）l

Ｄに登録された光速で割る。

h
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グラフ描画と解析①

グラフが描ける

① MAIN MENUの表示画面で、

5（Graph）

※Y1に式がある時はwqで消す。

②式入力：2ｘ⇒Ｙ１、ｘ-1⇒Ｙ2

2fl f-1l
※ｘを入力するときはfを使う

③Leq ・・・初期設定画面

du（DRAW）

f dp

※View Window 設定途中画面

L

－6.3 ＜
＝Ｘ ＜

＝6.3

－3.1 Ｙ 3.1＞
＝＝

＞
＝＝

（ ）
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④グラフを1つ（Ｙ2）だけ表示する

dBB

q（SELECT）

⑤u（DRAW）

※Y2（ｙ＝ｘ－1）だけ表示された

q d u

＝ の
反転表示
が変わる

このたて・よこの
線をグリッドとよぶ

グラフ描画と解析①

※グリッド線表示のON／OFFは
LpBBBBe
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⑥表示範囲を縮小しよう

+
※グラフは拡大される

⑦表示範囲を拡大しよう

--

※グリッドの数：２７本以上は表示しない

+ -

グラフ描画と解析①
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⑧グラフの表示範囲を設定しよう

Le（V-WIN） で

設定画面を表示

⑨ｘ軸の範囲を -10 ～ 8 にしよう

n10l8l
y（SQUARE） w（X-BASE）

↑この操作でグラフの形が保たれる

⑩ddu（DRAW）

L d

グラフ描画と解析①
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⑪グラフ上の点を見てみよう

Lq（TRACE） で

（ｘ，ｙ）の座標を表示

⑫左右カーソルキー（!や$）で
グラフ上のポインター（ ）が動く

!L

・
・
・

$

グラフ描画と解析①
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●Y=cosｘとY=cos２ｘのグラフを描き、囲まれる部分の
面積を求めよう（-3 x 3）

グラフ描画と解析②

q（SELECT）でＹ１とＹ２を

反転（選択解除）しましょう

Leqで

初期設定画面にしましょう
du（DRAW）

+
表示範囲を
縮小しましゅう

＜
＝

＜
＝
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グラフ描画と解析②

Ly（Ｇ－ＳＯＬＶＥ）u

積分記号を確認

e

ＩＮＴＳＥＣＴを確認

e（ＩＮＴＳＥＣＴ）

始点（下限）が表示されます

lで始点（下限）を確定

$$

lで終点（上限）を確定

積分範囲が表示されました

d
でグラフの入力画面に戻ります



- 60 -

グラフ描画と解析③

●サイクロイド曲線を描いてみよう
q（SELECT）で全て

反転（選択解除）しましょう e（ＴＹＰＥ）e（ＰＡＲＡＭ）

パラメータ（媒介変数）に設定変更

ＸｔとＹｔ 一つのグラフ式となります

半径を２とする媒介変数を入力

＜重要＞
パラメータ（媒介変数）に設定変更しますと、入力されていないグラフはパラメータ
表示となります。Ｙ＝に戻すにはe（ＴＹＰＥ）q（Ｙ＝）に設定します

Leqで

初期設定画面にしましょう
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グラフ描画と解析③

Ｘｍｉｎ ⇒ -13 Ｘｍａｘ ⇒ 13 ｓｃａｌｅ ⇒ 2
Ｙｍｉｎ ⇒   -5 Ｙｍａｘ ⇒ 5  ｓｃａｌｅ ⇒ 2

に設定

du（DRAW）

サイクロイド曲線が描けました

Ｔ=

●続いて

の値のときのＸ、Ｙの座標を
求めてみよう

Ly（Ｇ－ＳＯＬＶＥ）u

du（DRAW）

q（Y-CAL）

3Lz（π）b2 l

注意） 数学自然表示ではなく
ライン表示入力となります

Ｘ、Ｙの座標が
確認できます

Le
（Ｖ－ＭＩＮ）
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グラフ描画と解析③

●半径の値を変化させサイクロイド曲線の動きを見てみよう
d 半径2をAに変更

pに戻り６ ＤｙｎａＧｒａｐｈを選択
ＤｙｎａＧｒａｐｈは５ Ｇｒａｐｈの数式を保持して

おります

反転表示（グラフ選択）は

保持しません

q（SELECT）で反転（選択）しましょう

一つのグラフ式なので
Ｘｔ5を選択しますと
Ｙｔ5も選択されます
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グラフ描画と解析③

r（ＶＡＲ）w（ＳＥＴ）

Ａが－３から３の間で
１ステップ毎に変化させる
設定です

du（ＤＹＮＡ）

グラフの動きを
止めるには・・・

O

グラフの変化が確認できます

d
２回押すと、グラフの入力画面に戻ります
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グラフ描画と解析④

●３Ｄグラフを描いてみよう e（ＴＹＰＥ）

３Ｄグラフのテンプレートが表示されます

●Ｚ＝ｓｉｎＸを入力してみよう

w（Ｚ＝） u（ＳＥＴ）

u（ＤＲＡＷ）

Ｘ軸とＹ軸が
逆になります

Lp（ＳＥＴＵＰ）

＜ＯＦＦの場合、ＯＮへ変更＞
Ａｘｅｓ（軸）ＯＮ：ＸＹＺ軸表示
Ｂｏｘ（箱）ＯＮ：外枠表示
Ｌａｂｅｌ（ラベル）ＯＮ：数値表示

hq（Ｘ）l

●Ｚ＝ｓｉｎＹを入力してみよう

カーソルキーで左右上下に移動します
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グラフ描画と解析④

●円柱グラフを描いてみよう
q（ＳＥＬＥＣＴ）

選択解除しましょう

N２番目に描こう
e（ＴＹＰＥ）NNN

Ｃｙｌｉｎｄｅｒを選択

L
1.5ln2.5l
2.5l u（ＳＥＴ）

・Ｒａｄｉｕｓ：底面の円の半径
・Ｚ：Ｚ軸の値
・Ｃｅｎｔｅｒ Ｐｏｉｎｔ：Ｘ、Ｙの座標位置

u（ＤＲＡＷ）

iw（ＲＯＴＡＴＥ）

q（Ｌ⇒Ｒ）
グラフが自動的に回転
しますね

Od回転が止まります

断面図も
確認できます

Ly（Ｇ－ＳＯＬＶＥ）

q（ＣＲＯＳＳ）e（Ｚ）

y（ＶＩＥＷ－Ｚ）

上から見たグラフです
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グラフ描画と解析④

●平面のグラフを描き、円柱と組み合せてみよう
３Ｄグラフは３つまで
組み合わせ可能

カーソルキーで
上下左右に移動します

Lr（ＳＫＥＴＣＨ）q（Ｃｌｓ）
ＶＩＥＷ－Ｚを消去します

dN
３番目に描こう

e（ＴＹＰＥ）
Ｐｌａｎｅを選択

Le（ＰＯＩＮＴ）

下記数値を入力

u（ＳＥＴ）
３番目に平面のグラフは入りました

u（ＤＲＡＷ）

平面と円柱が
組み合されました

（カーソルキーで移動）

de（ＴＹＰＥ）

N※Ｐｌａｎｅを選択l

＜数値の変更方法＞

Ｐｌａｎｅを選択し数値を
変更しu（ＳＥＴ）で上書
きされます
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顔の絵を描いてみましょう

これ、りっぱなグラフです！
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顔の絵を描いてみましょう

《ポイント》
①グラフは３つの描画形式があります。

・ＸＹ直交座標形式 Ｘ
・極座標形式 θ

・パラメータ形式（媒介変数） Ｔ

f

e（ＴＹＰＥ）

w（ｒ＝）h7fl

例）極座標形式のグラフ描画

u（ＤＲＡＷ）

顔の輪郭と鼻は
極座標形式です！

u

e

w

ｒ5以降、入力されて
いないグラフが
極座標形式に変わる
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顔の絵を描いてみましょう

《ポイント》
②グラフには条件式の〔（SHIFT＋）、

〕（SHIFT－）を入力し、グラフの表示範囲を
設定することができます。

例）
Ｙ５＝－Ｘ ＋１，〔－１.５，１.５〕

２

nfs+1
,L+n1.5,1.5L-l
u

目の形に近いです。
くち はＸ ？２

表示範囲 Ｘ：－1.5～1.5
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顔の絵を描いてみましょう

《ポイント》
③グラフの色を変えることができます。

FORMAT（SHIFT ５）
L5

NNN

４を選択

l

Nl

d

Ｙ１６からＹ２０を使い、顔の絵を描いてみましょう！
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顔の絵を描いてみましょう

ew2l

eqn2jf+0.8ks+0.8,L+n
1.2,n0.4L-l

n2jf-
0.8ks+0.8,L+0.4,1.2L
-l

fs-1.2,L+n0.8,0.8L-l

ew0.2l

u

dBBBBL523d
NL524d
NL524d
NL523d
NL521d

u

＜答え＞

顔の輪郭

右目

左目

くち
鼻

＜描画＞

＜色の指定＞

＜描画＞

● ｒ＝２

● Ｙ＝－２（Ｘ＋０．８）＋０．８ ， 〔－１．２ , －０．４〕
２

● Ｙ＝－２（Ｘ－０．８）＋０．８ ， 〔０．４ , １．２〕

２
● Ｙ＝Ｘ－１．２ ， 〔－０．８ , ０．８〕

２

● ｒ＝０．２
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ＥＮＤ


